
フィジーでの協力隊活動と生活の紹介

とき：２０２５年３月１８日（火）
午後１時半～３時

ところ：コミュニティプラザ会議室1・2

講 師：佐藤幸雄さん

（公益社団法人 青年海外協力協会 JOCA大阪）

定 員：２５名 参加費：無料

申 込：協会まで電話・メールで受付

主催：摂津市国際交流協会
〒５６６-００２１ 摂津市南千里丘５ｰ３５ コミュニティプラザ２階

TEL ０６－６３１９－６２５１ FAX ０６－６３１８－６００４

Email：office@settsu-saie.org

- JICA講演会 -

フィジーは、「世界一幸せな国」に何度も輝いている南太平洋の楽園と言われる国で、食料

に困らない温暖な気候、そしてお金や時間、家族までも共有するというケレケレという文化

があります。フィジー人の優しく、社交的でフレンドリーな性格にも繋がるのですが、

困っている人がいれば躊躇なく自然と手を差し伸べてあげられる人々です。しかしな

がら、近年は植民地時代に由来するインド人住民との関係や食生活に起因する肥満な

どの問題、サイクロン（台風）被害や地球温暖化に関する自然環境など、様々な問題

を抱えると同時に、太平洋の中心地であるため、外部要因による政治的不安な状況が

続いていました。講座では、そんなフィジーの歴史、人々の魅力、フィジーらしさを

ご紹介させて頂きます。

～講師からのメッセージ～

フィジーは約300の島で構成され、その面積は

四国とほぼ同じ大きさで、人口は約93万です。

これは、大洋州16か国の中、特に島しょ国と

しては大国になります。国民の意識も大国で

すよ。首都スバの人口は9万人。これも、島国

の中では凄く大きな都市（町ではない）と認

識されています。一部の方には懐かしいかも

しれない、若大将の歌も準備しています。観

光地としてだけではない、協力隊員が現地の

方と暮らし、悩み、苦しみ、そして笑った、

笑いあったフィジーの普通の人たちの魅力を

皆さんに知って頂けると嬉しいです。
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